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横浜ＤＭＣ(ＹＤＭＳ株式会社)

山村哲郎

地域価値を高める“まちづくり”
コロナ後における新しい観光立都市を目指して



山村哲郎です。
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2002年 株式会社JTB 入社
・茅ヶ崎市 宝探し集客回遊事業
・ご当地温泉化粧品事業（箱根大涌谷・北海道十勝川 など）

2011年 株式会社JTB 退社

同年 株式会社T＆C 設立
（旅行及びコンサルティング会社）

2014年 株式会社AD COMMUNICAOTIONS 設立
（広告 及び ウェブマーケティング）
主な関連事業実績
・横浜中華街：スマートフォン用アプリケーション
・横浜関内関外地区活性化協議会：ホームページ制作
・横浜観光コンベンションビューロー：2015年度 事業者連携企画創出事業
・横浜観光コンベンションビューロー：Google自動翻訳導入支援事業
・横浜観光コンベンションビューロー：2016年度 事業者連携企画創出事業
＊360度動画による横浜PR

・ 「mon横濱」（フリーペーパー/アプリ等）
・野毛ポータルサイト「野毛.nom」
・JTBスポーツ ツイッター

2017年 5月 横浜DMC（YDMS株式会社）設立
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DMC
Destination Management Company

観光地経営会社

地域の資源を生かした観光地経営を主導し、
データ分析や戦略づくり、旅行商品の開発や販売を行う



(C)YOKOHAMA DMC, 2020 4

国際会議
横浜の観光２本柱

クルーズ船
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国際会議開催件数国内 1位

20万人の来場者はどこへ・・

1万3千人の外国人参加者はどこへ・・・

パシフィコ横浜は
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富士山・箱根

浅草
東京タワー

浅草・秋葉原

原宿

鎌倉

クルーズ船客向けツアー一覧

YOKOHAMA
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「横浜での国際会議」
「横浜港への寄港」

にも関わらず、

消費効果が他県に流失している現状
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【野毛手形】
2018年6月より横浜屈指の人気飲み屋街「野毛」の共通飲食券（日英）を発行。
国際会議の参加者にもローカルな魅力を体験していただける人気のツール。
2018年6月末には200名を対象とした飲み歩きイベント「横浜おもてなしナイト）」を
パシフィコ横浜と実施し各種メディアに取り上げられました。（2019年に終了）
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【日本国際歯科大会】
野毛・吉田町・伊勢佐木町などで夜を楽しむ
2018年10月5日から開催された「日本国際歯科大会」に際し、

参加者及び関係者向けに野毛・吉田町・関内・馬車道・伊勢佐木町の約120店舗で
専用の参加証提示によるサービスを集約し、専用誌と専用WEBサイトで告知。
多くの参加者、関係者が町を訪れました。
町には専用の外国人コンシェルジュがウェルカムボードを持ってお迎え、
店舗ではウェルカームカードを入口に掲示。まち全体での「ウェルカム感」を創出。
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【ラグビーワールドカップ2019
横浜にぎわい創出事業】

＊横浜観光コンベンション・ビューローから受託
試合開催時にファンや関係者が市内を回遊する事業として、
スタジアムやファンゾーンからのシャトルバス・周遊バスを運行。
商店街での各種イベントやおもてなしの企画を立案し、
当日の対応含めた事務局を受託しました。
同時に当事業のＰＲ媒体として「スクラムタイムス」を10万部発行し、
都内ホテルなど約140か所やシャトバス等でも配布いたしました。
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【クルーズ客 等の市内回遊促進プログラム】
＊横浜市文化観光局から受託

横浜市文化観光局と連携して、クルーズ客の市内回遊サービスの
「クルーズフレンドリー」を市内事業者と連携して制作。
※こういった取り組みは既に欧米等ではスタンダードな観光施策。
飲食店や観光施設でのローカルコンテンツを提供。
クルーズ船の来航時には同じロゴを店頭に掲げて外国人旅行客にも分かりやすく提示
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そして2020年、本来であれば・・

インバウンド観光客の増加
クルーズ船寄港の増加

パシフィコノースのオープン

ぴあアリーナMMの開業

ハイグレードホテルの開業



コロナ以前の観光業
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■世界
国際観光客数＝14憶6100万人（2019年度）
市場規模＝800兆円
“世界の10人に1人”が観光産業で働いている

■日本
国内延べ旅行者数(日本人)＝5億8666人
国内旅行消費額(日本人)＝21兆9114億円
インバウンド＝3,000万人を突破

■横浜市（2019年度）
観光客数＝3,420万人
観光消費額＝3,633億円
パシフィコ横浜（MICE)の経済効果＝2,400億円

果たして需要は戻るのか？？
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観光業のこれからのキーワードは・・

DX
【デジタルトランスフォーメーション】

バーチャルツアー ハイブリット会議

本当に行きたいところにだけ
行きたい人だけが行く時代

オンライン見本市ライブコマース
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Q

みなさんは
旅行に何を期待しますか？
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A
その地域でしか
体験できないコト



横浜の魅⼒とは︖
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開港の歴史と文化

特徴的な町並み（商店街）

西洋文化発祥の地

アクセス 先進的なイメージ

コンパクトシティ
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バラバラな点から ゆるやかな集合体に！

他の都市では出来ない複合的な統一感

統一されたブランドイメージ

全体のビジョン

ホスピタリティ

その魅力を伝えるには？

個性

イメージ

歴史

意識
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Safety
(安全)

Courtesy
(礼儀正しさ)

Show
(ショー)

Efficiency
(効率)

皆様ご存知の
テーマパークの基本理念です
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観光客

観光客が買うのは素材ではなく完成品

さまざまな地域資源

さまざまな地域資源 観光客
意味づけ・ストーリー
体験・付加価値
オペレーション

現地の人の笑顔 など

初めて

消費(体験)に繋がる

そのままでは
消費につながらない

“その土地にある”だけ

ガイドブックを開けば
載っている情報



現在進行中のプロジェクト

(C)FYYFP推進委員会,2020 P.21

FYYCP推進委員会
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ビジョン ホスピタリティ

ALL横浜！で
横浜を“選ばれるまち”へ進化させる


